
式 辞 （川内高校 第６９回入学式 平成２６年４月８日，田島）

可 愛 山 稜 の 木 々 も 陽 春 の 光 を 浴 び ，（ 春 爛 漫 の ） 若 々 し い 自 然 の 息 吹 あ ふ れ る 今 日 の 佳

き 日 に， 鹿 児 島県 議 会議 員田 中 良二 様， 薩摩 川内 市議 会議 長 瀬尾 和敬 様， 可愛 山 同窓 会長

山 田 島稔 様 ， また ， ＰＴ Ａ会 長 南輝 男様 をは じめ ，各 中学 校 の校 長先 生な ど多 数 の御 来賓

・ 保 護者 の 皆 様の 御 臨席 を賜 り ，こ こに ，鹿 児島 県立 川内 高 等学 校第 ６９ 回入 学 式を 挙行

できますこと は， この上ない慶びであり，深 く感 謝申し上げます。

た だ今 ， 入 学を 許 可さ れ， 本 校生 とな った ２８ ０名 の新 入 生の 皆さ ん， 入学 お めで とう

ございます。 本校 の教職員並びに在校生一同 ，心 から歓迎いたします。

さ て， 本 校 は， 明 治３ ０年 に 開校 した 旧制 川内 中学 校と ， 大正 ２年 の川 内高 等 女学 校を

前 身 とし ， 昭 和２ ３ 年の 学制 改 革で ，川 内高 等学 校と なり ， 現在 に至 って おり ま す。 今年

で 創 立１ １ ７ 年目 を 迎え ，県 下 の普 通科 高校 とし ては ，２ 番 目に 古い 歴史 をも っ てい る高

等 学 校 で す 。 明 治 ３ ０ 年 か ら ，・ ・ ・ １ ９ 世 紀 ， ２ ０ 世 紀 ， ２ １ 世 紀 と ， ３ 世 紀 に わ た っ

て，有為 な人材を，地 元はもとより全国，全世界に輩出して，その約４万人もの卒業 生は，

各 界 ・ 各 層 で 活 躍 し て お ら れ ま す 。 こ の よ う に ， 歴 史 と 伝 統 を 有 し ，「 北 薩 の 雄 」 と し て

品 位 と風 格 あ る本 校 に入 学さ れ た皆 さん ，大 きな 夢を 抱き ， 充実 した 学校 生活 を 送る とと

もに，新たな 川内 高校の歴史を築いていくこ とを 願っています。

本 校に は ， どん な こと でも 本 気で がん ばる こと が肯 定さ れ る校 風が あり ，そ の 中で ，進

学 及 び部 活 動 とも に すば らし い 成果 をあ げて おり ます 。こ れ も， 生徒 諸君 の努 力 はも ちろ

ん の こと ， 県 内で も 特に 優秀 な 本校 職員 の献 身的 な指 導と ， 保護 者や 地域 の皆 様 方の 御支

援 の 賜と 思 い ます 。 新入 生の 皆 さん も， 高い レベ ルで の「 文 武両 道」 をモ ット ー とし て，

教 科 の学 習 は もと よ り， 部活 動 ，学 校行 事な どに 積極 的に 参 加し ，頑 張る 川内 高 校生 であ

って欲しいと 思い ます。

そ こ で ， 新入 生の 皆さ んに ， 本校 での 高校 生活 を大 切に す るた めに ，次 の２ つ のこ とを

お話ししたい と思 います。

まず，一つ 目は 「志を高く持ち，学ぶ力を 伸ば す」ということです。

将 来の 夢 を 実現 す るた めに は ，志 を高 く持 ち， 未来 の大 き な夢 を描 き， まず 目 の前 にあ

る 目 標に 向 か って 挑 戦す るこ と が大 切で あり ます 。皆 さん は 青春 時代 のま った だ 中， 何事

に も 代 え ら れ な い 無 限 の ポ テ ン シ ャ ル ・ 可 能 性 を 秘 め て い ま す。「これからの気持 ちの持

ち よう ・ やる 気 」で 自 分 の 将 来 は ， 変わ っ てき ま す 。学 校 を 信 じ ， 先 生 方 を 信 じ ， 志 を

高く持ち，主 体的 に意欲を持って学習に努め てく ださい。

二 つ 目 は ，「 規 律 あ る 正 し い 生 活 習 慣 の も と で ，「 人 間 力 を 伸 ば す 」 と い う こ と で す 。

学 校 は 集 団 社 会 で あ り ， 本 校 に お け る 規 律 あ る 学 校 生 活 を 通 じ て ，「 自 律 」 的 に 行 動 で き

る人間になる よう 願っております。

プ ロ野 球 の 田中 将 大投 手は ， 今春 ，ア メリ カ大 リー グの 名 門チ ーム 「ニ ュー ヨ ーク ヤン

キ ー ス」 に 移 籍し ， つい 先日 ， メジ ャー デビ ュー 戦で 初登 板 し， 初勝 利し まし た 。２ 回ま

で３点を失い なが らも立ち直った粘りの投球 を，各メディ アは「簡 単には屈しないタナカ」

と見出しをつ けて こぞって賞賛しました。



こ れか ら の 高校 生 活の 中で は ，通 学方 法や 勉強 のや り方 も 義務 教育 の中 学校 時 代と は随

分 異 なり ， つ らい こ とも 多い と 思い ます 。し かし ，逃 げず に ，田 中投 手の よう に 忍耐 強く

正 面 から 取 り 組ん で 欲し いと 思 いま す。 つら いと 感じ るこ と は， 自分 が成 長し て いる 証で

も あ りま す 。 文武 両 道の 精神 の もと ，部 活動 ，学 校行 事， 地 域貢 献な どに 積極 的 にチ ャレ

ン ジ し ， 粘 り 強 さ や 人 間 性 な ど を 養 い ，「 規 律 あ る 正 し い 生 活 習 慣 の も と で 人 間 力 」 を 伸

ばしていって ほし いと思います。

最 後に ， 今 日の 入 学式 に際 し ，尊 敬す る一 人で あり ます 「 京セ ラや ＫＤ ＤＩ （ ＡＵ ）の

創業者・稲盛 和夫 氏の話」に少し触れたいと 思い ます。

京 セラ と い う会 社 は， 地元 川 内に も大 きな 工場 があ りま す が， 京セ ラグ ルー プ とし ては

社 員 ７１ ， ０ ００ 人 余り を抱 え ，今 や日 本で は， トヨ タや ホ ンダ など と同 じよ う な大 企業

に成長してい ます が，その 創業者が，稲盛和夫さんという鹿児島の 御出身の方であります。

高 校 入試 に 失 敗し ， 一年 浪人 し てど うに か鹿 児島 玉龍 高校 に 入学 され まし た。 高 校生 の時

の 口 癖 は ，「 俺 は 頭 が 悪 い ん だ か ら ， 人 の 二 倍 は 努 力 す る 。 人 が ２ 倍 勉 強 し た と こ ろ は ５

倍 勉 強 す る 。」 だ っ た そ う で す 。 そ し て ２ ７ 歳 の 時 ， 京 都 で ， 京 都 セ ラ ミ ッ ク ， 後 の 「 京

セ ラ 」 と い う 会 社 を ， ８ 人 で 興 し ま し た 。 そ の 時 の 目 標 は ，「 ま ず 京 都 一 を め ざ そ う ， 京

都 一 が実 現 し たら ， 日本 一に な ろう 。日 本一 にな った ら， 世 界一 を目 指そ う」 と ，や る以

上 は 大き な 目 標を 持 とう と， 稀 有壮 大な 夢を 追っ てい た稲 盛 和夫 氏に はあ る信 念 があ りま

し た 。 そ の 信 念 と い う の は ，「 才 能 に 乏 し く て も ， 熱 意 と 努 力 で 人 に 伍 し て （ つ い て ） い

け る 。 そ れ 以 上 に 心 の 様 相 だ 。 人 生 は 心 に 描 い た と お り に な る 。」 と い う 信 念 で す 。か っ

て，「世に生を得るは，事を成すにあり」という言葉を残された偉人がおられました。

本 校 には ， 思 い切 り 勉学 と部 活 動に 打ち 込め る最 適な 環境 が あり ます 。将 来の ビ ジョ ンを

描きながら，志を高くもって，自信をもって新たな スタートを切って欲しい。

本 日， こ こ に御 列 席の 保護 者 の皆 様， ご子 弟の 本校 への 入 学， 心か らお 祝い を 申し 上げ

ま す 。本 日 よ りご 子 弟を お預 か りす るこ とに なり ます が， 学 校の 教育 方針 に則 り ，生 徒一

人 一 人の 幸 せ のた め に， 教職 員 一同 ，心 を一 つに して ，こ の 川内 高等 学校 で教 育 する こと

に誇りと信念 を持 ち，教育に専念する所存で ござ います。

高 校は 中 学 校と 比 べ， 生活 の リズ ムも 学習 の状 況も 大き く 変わ りま す。 保護 者 の皆 様方

に お かれ ま し ては ， 学校 との 連 携を 密に して いた だき ます と とも に， 学校 の教 育 方針 に深

く ご 理解 を 賜 り， 学 校が 意欲 的 にご 子弟 の教 育に 邁進 でき ま すよ うに ，御 支援 ・ ご協 力を

お願いいたし ます 。

新 入 生 の 皆 さ ん ，「 少 年 老 い 易 く 学 成 り 難 し ， 一 寸 の 光 陰 か る ん ず べ か ら ず 」。 高 校 生

活 ３ 年間 は 長 いよ う で短 いも の です 。本 日の 入学 式の 感動 を 忘れ るこ とな く， 川 内高 等学

校 の 生徒 で あ ると い う誇 りと 自 覚を 持っ て， 豊か な高 校生 活 を創 造さ れる よう 期 待し て，

式辞といたし ます 。

平成２６年 ４月 ８日

鹿児島 県立 川内高等学校長 田島 洋輝


